
 

 

 

 

⑵ 実際                                                                                                                評価（☆） 

⑶ 評価 

・ 「初め」とのつながりを考えて, 各段落の大事な文を見つけている。 

・ 接続後に着目し, 事例の順序の工夫について考えをもっている。 

・ 中心となる語や文を考えながら, 目的を意識して文章を要約してい

る。 

第３学年（４／１５） 

⑴ 目標 

「中」のそれぞれの段落の内容を読み取り, 例の書き方やその順序な

ど説明の仕方の工夫を見つけることができる。 

第４学年（６/１６） 

 

「初め」「中」「終わり」のまとまりごとに中心となる語や文を捉え, 文

章を要約することができる。 

教師の具体的な働きかけ 主な学習活動（第３学年） 過程 
位置

時間 
過程 主な学習活動（第４学年） 教師の具体的な働きかけ 

○ 文章全体の中心とな

る話題を確認する。 

○ 前時の「問い」に対

する「答え」を見つけ

るだけでなく, 「答え

方の工夫」を見つける

ということを意識付け

る。 

１ 前時の学習を振り返る。 

 

２ 本時のめあてを確認する。 

大豆をおいしく食べるためのくふ

うをつたえるために, 筆者はどんな

くふうをしているのだろうか。 
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１ 本文を音読する。 

２ 前時の学習を振り返る。 

 

３ 本時のめあてを確認する。 

 「世界にほこる和紙」を要約する

には, どんなことに気をつけたらよ

いのだろうか。 

○ 「中」の事例が, 何

の説明のために述べら

れていたか確認する。 

○ 中心となる語や文を

使って, 「世界にほこ

る和紙」を２００字以

内で要約することを確

認させる。 

○ 「問い」の「答え」

になる部分が, 各段落

の中心となっているこ

とを押さえさせる。 

○ 大事な文となるとこ

ろが各段落の最初にあ

ることに気付かせる。 

☆ 「初め」とのつなが

りを考えて, 各段落の

大事な言葉を見つけて

いるか。 

３ 「中」のそれぞれの段落の大

事な文を確かめる。 

・ 「問い」の「答え」となっ

ている文をさがす。 

・ 「答え」（大事な文）がある

場所の共通点について考える。 

・ 筆者は, なぜ各段落の最初

に「答え」を書いているのか

考える。 

見
通
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見
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４ 「初め」「中」「終わり」のまと

まりごとに, 中心となる語や文を

考え, 整理する。 

・ 繰り返し使われている言葉を

さがす。 

・ 筆者の思いや考えが表れた文

章をさがす。 

・ 絶対に外せない言葉や文, 外

してもいい文はないか, ほかの

言葉に置き換えられないか考え

る。 

○ 「和紙のよさを伝え

る」ために, 筆者が説

明していることを押さ

えさせる。 

○ それぞれの段落ごと

に, 中心となる語や文

を出し合わせ, 理由も

つけて検討させる。 

      

○ ２００字の制限の中

で述べるために, 他の

表現に置き換られない

か話し合わせる。 

○ 加工の言葉だけでな

く, 写真も活用するこ

とで, 事例の順序性を

視覚的にも捉えること

ができるようにする。 

 

○ 事例が, 加工の単純

なものから複雑なもの

に並んでいるのはなぜ

なのか考えさせる。 

☆ 接続語に着目し，事

例の順序の工夫につい

て考えているか。 

４ 「中」の順序について考える。 

・ なぜ, 「いる・にる」「ひ

く」「栄養だけを取り出す」

「小さな生き物の力を借り

る」の順序なのか考える。 

・ つなぎ言葉「次に」「また」

「さらに」について考える。 
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５ 「世界にほこる和紙」を整理し

たことをもとに, 要約する。 

・ 「和紙のよさ」を伝えるため

に, 繰り返し出てくる言葉や, 

まとまりの中心となる文を考え

る。 

・ 筆者の思いや考えを考える。 

・ 「和紙のよさ」を伝えるため

に欠かせない言葉や文を考え

る。 

 

 

○ 要約のポイントを押

さえられるように, 掲

示しておく。掲示資料

を使って, 再確認させ

る。 

○ 「初め」「中」「終わ

り」の大まかな文字量

を示し, 見通しをもっ

て学習を進めることが

できるようにする。 

☆ 中心となる語や文を

考えながら, 目的を意

識して文章を要約して

いるか。 

○ 筆者の説明の工夫を

自分の「食べ物のひみ

つ」の作文の説明にど

のようにいかしていき

たいか問うことで, 本

時の「読み」を「書

き」にいかしていくこ

とを意識づける。 

５ 本時の学習を振り返り, 次時

の学習への見通しをもつ。 

読み手に分かりやすく伝えるた

めに, 一番わかりやすいものから

順に説明している。 
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６ 本時の学習を振り返り, 次時の

学習への見通しをもつ。 

  筆者の和紙への思いとその理由

を落とさないように書くと, 筆者

の伝えたいことがよく分かる要約

ができる。 

○ 筆者の伝えたいこと

がよく分かる要約にす

るためには, 筆者の思

いや考えとその理由を

どうまとめるかが大切

なことを押さえる。自

分の表現でも,思いと理

由を明確に示すことを

意識づける。 

 

複式学習指導実践事例（国語） 



 

板書計画 

⑴ 第３学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 第４学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


